
社 会 科 学 習 指 導 案 

 

                      場 所 2 年Ｂ組教室 

                      学 級 2 年Ｂ組(男子 11 名，女子 15 名，計 26 名) 

                      指導者 教諭 渡辺 剛 

 

１ 単元名 第一次世界大戦 

 

２ 単元について 

(1) 教材について 

本単元は，中学校学習指導要領における〔歴史的分野〕の内容⑸「近現代の日本と世界」のオ

の「第一次世界大戦前後の国際情勢のあらましを理解させるとともに，民族運動の高まり，国際

平和への努力，この時期のわが国の国民の政治的自覚の高まりに気付かせる。」ことをねらいとし

ている。 

この単元は世界では，第一次世界大戦が起こり，その終結後は国際協調へ向かい始めた。国内

では大正デモクラシーが起こり民主主義の風潮が高まり，普通選挙が実現した。日本および世界

の歴史そのものが大きく変わった時期である。小学校では，社会運動の発達について尐し触れて

いる程度であり，第一次世界大戦については学習していない。 

    そこで，資料を多面的・多角的に考察し，第一次世界大戦の原因，経過，日本の関わり，結果

や国内では，社会運動が高まり普通選挙が実現した経過や背景を捉えさせたい。また，国際協調

の道を進むなか再び大戦へと進んでいくのかを考えさせたい。 

 ⑵生徒について 

２年生の学習定着度状況調査では，社会科の学習が大切だと思う生徒や内容を理解していると答

えている生徒の割合は高いが，正答率は４１％と低く既習事項の学力は十分に定着していない。 

自分で考えたりすることを苦手としており受動的な態度の生徒が多い。どちらかというと，地理

的分野よりも歴史的分野の方が興味・関心が高い。思考・判断を問う発問には，自分の考えを積極

的に発言する生徒は尐なく，固定化されている。それは，自分の考えに自信を持てなかったり，自

分の考えをまとめることができなかったりするためである。 

 

⑶指導について 

  第一次世界大戦に関わって，各国の動きを理解させながら，国際社会における日本の立場を考え

させたい。また，日本国内では民主主義の風潮が高まり普通選挙法が実現するまでの歴史的流れを

民衆の立場から考えさせたい。 

意欲的に考えられるよう，資料から生じた疑問に対して，学習課題を設定し，学習シートに自分

の考えを書かせ，小グループで交流させることで社会的事象を多面的多角的に捉えさせたい。また，

資料の読み取りを苦手としている生徒もいるので，グラフや写真資料の提示を工夫したい。グルー

プ内で発表させながら自分の考えを深めさせたい。 

３ 単元の目標 

 ⑴ 第一次世界大戦前後の国際情勢や日本の動き，この時期の国民の政治的自覚の高まりを意欲

的に調べることができる。 

 ⑵第一次世界大戦の背景や影響，戦後の国際協調の動き，政党政治の発達，社会運動の展開など

を通して，政治，社会の動きとその特色を多面的・多角的に考察できる。 

 ⑶第一次世界大戦前後の国際情勢や日本の動き，この時期の国民の政治的自覚の高まりを追究し，

考察した過程や結果をまとめることができる。 

 ⑷第一次世界大戦前後の国際情勢や日本の動きを理解するとともに，この時期の国民の政治的自

覚の高まりに気づくことができる。 

 

４ 単元(題材)の指導計画 

⑴ 第一次世界大戦とロシア革命・・・・・２時間 

 ⑵ 第一次世界大戦と日本・・・・・・・・２時間（本時１／２） 



 ⑶ 国際連盟と民主主義の広がり・・・・・１時間 

 ⑷ アジアの独立運動・・・・・・・・・・１時間 

 ⑸ 政党政治と社会運動の高まり・・・・・１時間 

 ⑹ 都市生活の広がりとラジオ放送・・・・１時間 

 

５ 本時について 

(1) 目標 

 米騒動が起こった背景と影響を考えることができる。 

(2) 本時の構想 

前時までに，第一次世界大戦がどのような背景で起こり，日本が日英同盟を理由に参戦し，中

国に対する権益を強め，大戦景気を迎えたことを学習している。米騒動の起こった背景や影響を

考えさせ資本家や地主と労働者や小作人との経済格差が広がったことを理解させたい。 

研究に関わって，本時では，以下の点に留意し授業展開を考えた。 

① 意欲を高めるための課題設定 

   日本が好景気となり工業製品の生産量や輸出量が増加しているにもかかわらず，庶民の

暮らしは苦しいという矛盾点に気付かせ，課題に対する意欲を高め自分の考えを持たせた

い。 

② 社会的事象に関心を高める指導 

       導入と検証で米騒動の様子の映像を通して理解させることで米騒動についての関心を高

めたい。また，米騒動の結果，寺内内閣が退陣して盛岡の先人である原敬内閣が誕生した

ことに触れ関心を高めたい。 

③ 自分の考えを説明し合う場の設定 

学習課題に取り組む場面での小グループでの学び合いでは，自分の考えに根拠を持って

説明できるように語形を提示する。自分の考えと他の人の意見を比較しながら相違点や共

通点を意識して交流することにより，自分の考えを深めさせたい。 

 

(3) 具体の評価規準 

 Ａ（十分満足できる） Ｂ（概ね満足できる） 
Ｃ（努力を要する） 

への支援 

社会的事象への 

関心・意欲・態

度 

大戦景気と関連付けて

米騒動が起こった背景

と影響に関心を持つ。 

米騒動が起こった背景

と影響に関心を持つ。 

好景気なのに庶民の暮

らしが苦しかったこと

に興味を持たせる。 

社会的な思考・

判断 

米騒動が広まった背景

を資本主義経済の問題

点から考えられる 

米騒動が広まった背景

を考えることができ

る。 

なぜ，米価が上がった

のかを考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(4) 本時の展開  

段

階 
学習内容 生徒の活動 教師の指導・支援 

◇留意点 

◆評価 

 

導 

入 

 

７ 

分 

１既習事項の確

認 

 

 １ 日本が好景気になった

ことを確認する。 

１ 既習事項（日英同盟・21

か条の要求，成金）を想起

させる。 

 

 

２ 課題設定 

 

２ 学習課題を把握する。 ２ 好景気のなか，富山県で

米騒動が起こり瞬く間に

全国に広がったことに気

付かせる。 

◇成金と庶民

の暮らしの違

いから関心を

高める。 

 

展 

開 

 

37 

分 

 

３ 課題につい

ての予想 

（個人で） 

 

 

(グループで) 

 

 

 

 

３ 課題について予想をたて

る。 

予想される生徒の反応 

・ 好景気になったので物が

良く売れ物価が上がった

から。 

・ 儲かったのは一部の人た

ちだったから。 

・ 米商人が米を買い占めた

から。 

 

３ 米騒動が起こった原因

を既習事項（一揆，打ちこ

わし，開国の影響）や経験

（価格の変動）を基に考え

させる。 

◆自分の考え

をグループ内

で発表し，考

えを深めるこ

とができた

か。 

 

４ 課題追求 

⑴米価の上昇

の原因 

  

⑵米騒動の経

過と影響 

４ 米騒動について調べる。 

 ⑴「米価の推移」から米価

が上昇していることに気

付きシベリア出兵と関連

付けて原因を考える。 

 

⑵ＶＴＲを見て，米騒動の

経過を理解し，その影響

を考える。  

４⑴ 価格が上昇するのは

需要量が増える場合や供

給量が減尐する場合があ

ることに気付かせる。  

 

 

⑵ 視点を与えてＶＴＲ

を見せて，米騒動の起こっ

た背景から資本家や地主

と労働者や小作人との間

に経済的格差が起り，社会

運動が高まったことに気

付かせる。 

 

 

終 

末 

 

６ 

分 

５ 学習課題の

まとめ 

 

 

 

６ ふりかえり 

 

５ 学習課題に対するまとめ

を自分の言葉で学習シート

に記入する。 

 

 

６ 授業のふりかえりカード

に自己評価を記入する。 

５米価の上昇の原因と米騒

動の影響を記述させる。かけ

ない生徒にはキーワードと

なる言葉を指摘してあげる。 

 

６ふりかえりカードに自己

評価を記入させる。 

  

◆産業が発展

していくなか

で，米騒動が

おこった理由

を資本主義社

会の問題点と

関連付けて書

ける。 

 

７次時の予告  ７ 第一次世界大戦後のヨ

ーロッパの動きを学習

することを伝える。 

◇大正デモク

ラシーの授業

に関心を持た

せる。 

日本は好景気であったのになぜ，米騒動が起こったのか。 



 


